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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・18時以降の来客数が前年比で５％ほど増えており、
弁当などの主食が売れている。

家電量販店（経
営者）

単価の動き ・消費税増税前の駆け込み需要により、単価の高い商
品の購買意欲が高まり、販売量も増えている。

タクシー運転手 来客数の動き ・秋となり、京都では観光客が増加している。
やや良く
なっている

商店街（代表
者）

単価の動き ・本格的な冬物商戦が始まり、１品単価や客単価が上
がっている。

一般小売店［時
計］（経営者）

販売量の動き ・今月は修理が売上の大部分を占めた。動きやすい季
節になり、後回しになっていた時計の修理をする人が
増えている。また、必要に迫られてという感じではあ
るが、目覚まし時計や腕時計にも動きが出てきてお
り、全体的にはバランスの良い販売状況となってい
る。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・11月の入店客数は前年を下回ったものの、月後半の
気温の低下により冬物衣料の販売が急増したほか、引
き続き高額品の動きも良く、１品単価、客単価共に上
昇している。

百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・３月ごろから好調に推移していた外商顧客の売上に
ついて、８月には一服したようにみえたが、10月以降
は再び堅調な動きに戻っている。特に高額な時計、絵
画などの動きが良い。

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・富裕層顧客のほんの一握りが、超高額のブランド品
や美術品を購入しており、全体の売上を押し上げてい
るが、高額な商品を買う顧客数自体は減ってきてい
る。

百貨店（商品担
当）

販売量の動き ・気温が低くなり、コートなどの防寒関連で単価の高
い物がよく売れている。また、クリスマス商戦に向け
て、20、30代がターゲットの宝飾品なども出足が好調
である。

百貨店（店長） 来客数の動き ・特に、ここ数か月は店舗への来客数が前年よりも増
加傾向にある。

百貨店（商品担
当）

販売量の動き ・気温が低下するなか、婦人部門を中心にファッショ
ン関連の服飾、雑貨品が順調に動いている。食品表示
問題の影響はあまり出ていない。

百貨店（マネー
ジャー）

単価の動き ・高額品の時計の売上が前年比で31％増、家具、じゅ
うたんなどの耐久消費財が43％増と、好調に推移して
いる。

スーパー（店
長）

単価の動き ・久しぶりに来客数が増加し、単価も上がっている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・同じ品種のなかで、やや良い商品が売れる傾向が続
いている。月前半は気温が高く、衣料品や寝具が苦戦
したものの、月後半の冷え込みや高額商品の好調もあ
り、販売が一気に増えている。ただし、食品について
は価格に非常に敏感で、値上げが予想される品種で
は、特価品が爆発的な動きとなっている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・11月は売上が前年並みにまで回復し、12月商戦に向
けての季節商材の早期展開も堅調に推移している。お
せち料理の予約状況も、ホテルなどの食品表示問題に
より、前年を上回っている。さらに、今年は家でおせ
ち料理を作る動きを促し、関連商材の販売点数も上げ
ていきたい。

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・来客数はこれまで前年比で96～97％で推移していた
が、今月は前年並みとなりそうである。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・直近の売上は堅調である。野菜の相場高の影響もあ
るが、季節商品の動きも良く、全般的に上向いている
印象がある。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・相変わらずプレミアム商品の売上が好調に推移して
おり、客単価を押し上げている。

衣料品専門店
（営業・販売担
当）

お客様の様子 ・少しずつではあるが、客が欲しい物を購入するよう
になってきている。例年の５割増で、オーダーコート
が売れている。

家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・冬季ボーナス調査の回答結果から、景気回復の様子
がみられる。また、パソコンの基本ソフトのメンテナ
ンス終了に伴う、買換え需要が見込まれる。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・ここ数か月は新車が過去最高といえる勢いで売れて
いる。この状態が続くかどうかは分からないが、景気
はやや良くなっている。

家計
動向
関連

(近畿)



乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・東京と大阪でよく比較され、東京は景気が良いとい
う話を聞くが、大阪では聞かれない。ただし、年末に
なると客の動きが違ってくるので、期待している。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・今月も新型車の売行きが好調である一方、サービス
売上はやや低迷している。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・消費税増税前に購入を検討する客が増加している。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・消費税増税の駆け込み需要が始まっているほか、新
型車の発売効果で、受注台数は前年比で125％となっ
ている。また、中間決算月の９月と比べても110％と
好調である。

住関連専門店
（店長）

お客様の様子 ・気に入れば買うという客の購買意欲に、力強さを感
じることが増えてきている。

住関連専門店
（店員）

販売量の動き ・消費税増税の決定で住宅の着工件数が増えており、
家具を新規購入する客が多い。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

お客様の様子 ・季節や気候にもよるが、単価が少し高くても、良い
物を購入する傾向を感じる。

高級レストラン
（支配人）

販売量の動き ・季節変動により販売量はやや多くなっているが、来
客数は目標値に届いていない。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・季節変動が大きな業種であるが、秋を迎えて昨年の
水準と比較すると、良くなっている。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・予約人数が増え、単価も上がっている。

観光型旅館（団
体役員）

来客数の動き ・昨年10月から順調に、前年比で宿泊客は増加してい
る。10月は週末の大きな台風で結果的には減少した
が、受注ペースとしては前年を上回っている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・遠距離、近距離を問わず、客の乗車機会は間違いな
く増加傾向にあり、流し営業での苦労が少なくなって
きている。

タクシー運転手 それ以外 ・街を走るトラックの数が増加している。
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・消費税増税前の駆け込み需要により、建築、建設関
係の景況感がアップしている。

ゴルフ場（支配
人）

単価の動き ・単価の動きが前年比で改善してきている。

その他レジャー
施設［イベント
ホール］（職
員）

お客様の様子 ・韓流タレントのコンサートは一時期低迷したが、こ
こへきて以前のように復活してきている。関連グッズ
も品切れになるほどよく売れ、終演後は近隣のレスト
ランも満員になっている。

その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

お客様の様子 ・建築業界や運送業界の経営者の話では、アベノミク
スの効果によるものか、荷物量の増加や大工の不足が
始まっている。ブランドも一流、二流にかかわらず、
販売好調である。

住宅販売会社
（経営者）

競争相手の様子 ・新規マンションの供給は好調で、流通在庫も減少し
ているなど、やや上向き傾向となっている。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・オフィスのテナント動向について、立地の改善な
ど、前向きな理由による移転を検討する企業が増えて
いる。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・オーバーストアによる競合の激化で、客単価の下落
が続いている。

一般小売店［珈
琲］（経営者）

それ以外 ・消費税増税が決まってから、不動産や高額商品の売
買が増えている。また、オリンピック特需が始まって
いるとも聞いている。ただし、当業界ではほとんど動
きがないのが実情である。

一般小売店［精
肉］（管理担
当）

それ以外 ・景気が多少は良くなっていると感じるが、具体的な
動きを確認することはできない。周囲の話や雰囲気だ
けが前向きに聞こえてくる。今後はホテルを中心とし
た食品表示問題により、何らかの影響があるかもしれ
ないが、逆に本来あるべき姿に戻ることで、メリット
につながる可能性がある。

一般小売店［鮮
魚］（営業担
当）

販売量の動き ・販売量はここ数か月変化がなく、売上もほぼ横ばい
という状況である。

一般小売店［衣
服］（経営者）

お客様の様子 ・今月になっても売上が悪い。良くなることはなく、
状況に変化はない。

一般小売店［衣
服］（経営者）

販売量の動き ・消費税増税を前に、マスコミなどで駆け込み需要の
話題が出ているが、今のところはそのような動きがあ
るとは感じられない。

一般小売店
［花］（店長）

単価の動き ・商品の価格が猛暑の影響で10月から高騰しており、
販売量が伸び悩んでいる。



一般小売店［野
菜］（店長）

お客様の様子 ・もうすぐ年末だというのに、飲食関係が悪過ぎる。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・お歳暮のギフト需要や寒波の到来による防寒商品な
どは、前年に比べて好調ではあるものの、依然として
消費者の財布のひもは固い。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・月によって売れ筋商品が異なり、今までと同様に限
定品や高付加価値の商品に購入が集中している。例え
ば、輸入ブランドのハンドバックや腕時計などは良い
が、消耗品や価値の低い商品は動かない。今は特にス
イーツに注目している。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・直近では衣料品の売上が前年を上回り、客単価も上
昇しているが、来客数は減少を続けている。一部の高
額所得者は購買意欲が高いが、多くの客は先行きの不
安で買い控えているようである。

百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・入店客数は伸びているものの、買上げる客の数が伸
び悩んでいる。月後半の週末に雨が降ったこともある
が、買い控え傾向にあるように感じる。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・ギフト商戦の動きが鈍い。食品表示問題発覚以降、
おせち料理や歳暮の動きが振るわない。一方、婦人衣
料関連の動きはまずまずである。

百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・以前と同様に、時計を中心とした宝飾品が好調を維
持している。ここ半年ほどは、売上も前年比プラス
10％で推移している。

百貨店（サービ
ス担当）

お客様の様子 ・今月は食品表示問題で、おせち料理を中心に食料品
全体が苦戦している。業界や政府機関が消費者に明確
な基準を早急に示すことで、消費者からの信頼を回復
することができる。

百貨店（販促担
当）

来客数の動き ・気温が下がり、本格的な冬模様になってきたこと
で、防寒衣料の動きが活発になっている。ただし、来
客数は前年並みで増えていない。消費税増税や株高な
どで高額品の動きは堅調であるが、日用品は引き続き
手堅い購買行動が続いている。

百貨店（服飾品
担当）

お客様の様子 ・ブライダル関連商材が好調に推移しているが、消費
税増税前の駆け込み需要で動きが出てきていると思わ
れる。また、高額のアクセサリー商材にも需要があ
り、セレモニーでのニーズが高いパールのネックレス
や、ダイヤモンド関連の商材にも動きがみられる。一
方、ファッション関連の需要は、気温の低下とともに
やや動きが出てきたものの、大きな勢いは感じられな
い。

百貨店（売場マ
ネージャー）

販売量の動き ・ファッション関連では、気温の変化もあって先月よ
りは上向いている。宝飾品や時計なども依然として好
調に推移している。顧客層では、ミセスやアダルト層
が動いている一方、ＯＬ、キャリア層の動きが少し鈍
い。

百貨店（売場マ
ネージャー）

販売量の動き ・気温が下がっても、なかなか売上や買上点数の増加
につながらないなど、財布のひもは固い。ただし、近
隣の店では高額品の商談も出ており、店によって状況
に差がある。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・競合店が多いので、その日のチラシがどこに入るか
によって、客が目まぐるしく動いている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・今月は、食料品や雑貨などの生活必需品は昨年並み
の動きで安定している。ただし、季節商材の動きは、
衣料品が本格化してこない一方、寝具や家電といった
暖房関連は活発な動きをみせており、明暗が分かれて
いる。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・依然として来客数は減少傾向が続き、良い状況とは
いえないのが現状である。

スーパー（広報
担当）

お客様の様子 ・一部の耐久消費財では、消費税増税前の駆け込み需
要や、省エネ商品への買換え需要で売上が増加してい
るものの、日常生活での必需品については、節約志向
が依然として強い。

スーパー（社
員）

来客数の動き ・これまで給与や年金の支給日に合わせた売出しは来
客数も多く、大きな売上を確保していたが、イベント
日の来客数が多くの店舗で前年よりもやや減少してい
る。

スーパー（販売
担当）

単価の動き ・競合相手との価格競争もあり、平均単価が下がって
いる。来客数は昨年を上回る動きが出てきているが、
商品の平均単価が下がっている分、買上金額が昨年の
水準に届いていない。



コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・テレビなどで話題になった商品や、新商品が売れる
ところをみると、今までどおり景気は悪くないように
感じるが、売上が伸びているわけではないため、景気
は横ばいのように感じられる。

コンビニ（広告
担当）

来客数の動き ・先月と比べても、来客数に大きな変化はない。世間
は、紅葉からクリスマス、年末という段階に進んでい
る。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・11月に入り、例年以上の寒さとなったため、10月の
落ち込み分をある程度カバーすることができている。

家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・消費税増税の決定による影響は少なく、金額で選ぶ
傾向はいまだに変わらない。できるだけ安くという買
い方である。

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・新型車の発表が近く、客の反応もあるが、一部の客
に限られている。

その他専門店
［宝石］（経営
者）

お客様の様子 ・最近は株式等の投資で収入のある客は相変わらず来
店するが、一般のサラリーマンの来店は増えておら
ず、二極化が進んでいる。

その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・販売量は前年と変化がない。

その他専門店
［宝飾品］（販
売担当）

お客様の様子 ・消費税増税を意識して購入を考えている消費者はま
だ少ない。

一般レストラン
（経営者）

競争相手の様子 ・飲食業界はあまり良いうわさが聞かれないが、新規
開店しても数か月のうちに閉店となるケースがよくみ
られる。物販や飲食の個人商店は手軽に開業しやすい
が、資金力や集客力、継続力がなければすぐに閉店に
追い込まれる。そういった状況をみると、業界への景
気回復による恩恵はまだまだ少ない。

一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・秋から料金設定を変更し、実質的な値上げを行った
が、客単価はもちろん、来客数も減少することなく推
移している。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・関西地区全体では来客数の前年比はプラスである
が、全国と比較すると低い水準で推移している。特
に、大阪市内は前年を割り込んでおり、全席禁煙とし
たことが逆風となっている。ただし、現状では一時的
な動きと考えている。

一般レストラン
（店員）

来客数の動き ・異動が増える時期となったため、客層が少し変化し
ている。

一般レストラン
（経理担当）

来客数の動き ・法人などの宴会受注は好調であるが、個人客の数は
週によって差がある。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・今月は大幅な赤字である。常連客が少し来店したぐ
らいで、グループや団体客の動きは全くない。

その他飲食
［コーヒー
ショップ］（店
長）

来客数の動き ・９、10月と天候の影響で客足が鈍っていたが、11月
はほぼ前年並みの来客数となっている。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・予約が多く入っており好調にみえるが、仮予約後の
キャンセルも多く、あまり変わっていない。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・11月も引き続き、来客数の動きは好調であった。
元々年間で一番の繁忙期であり、大幅な上積みはな
かったものの、前年よりも電話での問い合わせやイン
ターネットのアクセス数が増えている。

都市型ホテル
（総務担当）

来客数の動き ・客室稼働率は依然として高水準で推移しており、宴
会の獲得件数も増えている。

都市型ホテル
（マネー
ジャー）

来客数の動き ・宿泊部門は海外からの観光客が依然として好調に推
移しており、前年を大きく上回っているが、宴会、食
堂部門は総じて良くなっていない。特に、食堂部門の
高額店舗と宴会を含めた法人利用が低迷している。

都市型ホテル
（客室担当）

単価の動き ・客室部門は、海外のオンライン旅行代理店からの予
約が好調で、稼働率、室単価共に前年を上回り、売上
も前年比で115％となっている。レストランも、宿泊
客の増加で朝食の利用が増え、昼食もバイキングが堅
調に推移している。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・年末年始の日並びが良く、海外旅行の予約が増加し
ている。そのおかげで、例年ほどキャンセル待ちに動
きがなく、予約の上乗せができない。好調の国内旅行
は関東のテーマパークの予約がなかなか取れず、予約
が伸びていない。一方、玉造温泉は満室状態が続いて
いる。



旅行代理店（広
報担当）

お客様の様子 ・年末年始の日並びの良さで、旅行に行こうという意
欲は高まっているが、現状は複数の予約を入れた客
や、取りあえず申し込んでいた客からのキャンセルが
目立つ。ただし、予算が厳しいことによるキャンセル
は少なく、景気が悪くなっているという客は少ない。

タクシー運転手 単価の動き ・今のところ、顕著な変化は見受けられない。これか
ら寒くなってくると、雨の日などは客が動くものの、
それ以外は必要最小限の利用が続く。

通信会社（社
員）

販売量の動き ・今年に入ってからの販売状況は好調が続いている。
ただし、３か月前との比較では、それほど変わってい
ない。

通信会社（社
員）

単価の動き ・販売台数としては前年を上回っているが、１台当た
りの粗利率が低いため、収支は厳しい状態が続いてい
る。

パチンコ店（店
員）

来客数の動き ・長時間滞在する客が増えている。

その他レジャー
施設［飲食・物
販系滞在型施
設］（企画担
当）

来客数の動き ・天候要因もあるため見極めが難しいものの、観光に
おける人の動きは特に変わらない。特に、海外からの
観光客の動きは堅調である。

美容室（店員） 単価の動き ・全体的に平均すると変わらない。先月が良かったの
で今月は落ち着いているが、単価はパーマやカラーが
減ってカットのみとなることで低下したり、次月に来
店を延ばすといった傾向がみられる。

その他サービス
［ビデオ・ＣＤ
レンタル］（エ
リア担当）

販売量の動き ・レンタル売上は順調に推移しているが、ＣＤ販売が
タイトル不足もあって悪く、売上全体は前年をぎりぎ
りクリアしている状況である。

住宅販売会社
（総務担当）

販売量の動き ・９月の消費税増税に伴う駆け込み需要の反動が出て
いるが、９、10月を合わせると前年並みとなってい
る。

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者［不動産
仲介］（経営
者）

お客様の様子 ・景気が良いといわれているが、あまり変わらないよ
うに感じる。現に、不動産の取引件数はあまり変わら
ない。

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・消費税増税前の駆け込み需要で、９月までは新築マ
ンションのモデルルームへの来場者数が増加傾向に
あった。10月以降の冷え込みが心配されたものの、そ
れほど大きな減少はみられず、引き続き購入意欲は高
い。ただし、コストアップにより価格が上がった物件
については、販売が厳しくなり始めている様子であ
る。

やや悪く
なっている

一般小売店［菓
子］（経営企画
担当）

販売量の動き ・今年11月現在と８月の売上前年比を、各地区別に上
位５店舗の平均でみると、関西は11月が92.1％で、８
月が86.1％、関東は11月が98.0％で、８月が95.2％、
中部は11月が92.0％で、８月が96.3％、中国は11月が
93.1％で、８月が93.9％となり、各地区合計は11月が
93.3％で、８月が90.4％である。11月に入っても状況
はあまり変わらず、依然として関西が悪い状態が続い
ている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月は前年実績を上回っているものの、目標は達成
できていない。特選紳士服、コートなどの高額品や、
バーゲン商品など低価格品の動きは良いが、価格の二
極化傾向で、中心価格帯の定価品の動きは決して良い
とはいえない。大多数の客は、消費に対する姿勢が更
に慎重となっている。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・当店は食料品が売上の半分を占めるが、食品表示問
題によって売上が前年比で２％ぐらい減少している。
９月が良くて、10月が厳しく、11月は更に厳しくなっ
ている。ただし、ギフトやおせち料理、カシミア関連
商品については良い動きがみられる。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・食品の購買客数が減少したままで、衣料品の苦戦も
続いている。家電関連のみが大きく伸びている。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・秋冬物の婦人服は単価の安い物を中心に動いてい
る。客は先物買いをせず、セール待ちをしている。

乗用車販売店
（営業企画）

単価の動き ・１台当たりの粗利率が下がってきている。アベノミ
クス効果は一般家庭にまで波及していない。



観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・主要道路の通行止めが月下旬まで続いたため、レ
ジャーや観光客の足が遠のき、日帰り入湯客は前年比
で80％減、３か月前の約30％という利用状況となって
いる。景気の判断が難しい状況のなか、客単価も15％
低下している。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宿泊はビジネス、観光共に、客数の好調を維持して
いるが、単価は予想したほど伸びていない。特に、宴
会部門の落ち込みが大きいなど、法人の利用が少な
い。定例の会合は何とか続いているが、新規会合の動
きが悪い。レストランも個人客の利用は堅調である
が、グループの利用が極端に悪く、売上全体では前年
を割り込んでいる。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・季節的な影響が大きいものの、紅葉の季節の外出は
やはり景勝地が多いため、娯楽、レジャー産業は苦戦
している。

競輪場（職員） 単価の動き ・今月の客単価は8,869円と、３か月前の9,280円より
も下がっている。

美容室（店長） 来客数の動き ・半額のキャンペーンサービスには客が集まるが、そ
の後はほとんど定着しない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・９月末までは消費税率が５％で契約可能であったこ
とから、非常に順調に推移していた。10月以降は、来
年４月以降の引き渡し物件は消費税率が８％となるた
め、来客数が減少している。

その他住宅［展
示場］（従業
員）

来客数の動き ・11月の住宅展示場への来場数は、10月ほどの落ち込
みはないが、前年比で２割減となっている。

悪く
なっている

コンビニ（店
員）

来客数の動き ・来客数が激減している。主力商品の売上も落ち、か
なり厳しい状況にある。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・飲食店の来客数は天候によって左右されるが、今月
は急に寒くなったこともあり、夜の来客数が少ない。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・消費税増税の駆け込み需要がなくなってきて、不動
産の売買件数が激減している。

良く
なっている

化学工業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量は10月よりも５％減少したが、前年比では
12％増加している。

やや良く
なっている

繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・産地の大手企業からの大口受注もあり、繁忙期とも
重なって、加工は需給がひっ迫した状態である。

化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・販売先の地域差は大きいが、関西に限っていえば非
常に良くなってきている。

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・土木建築、自動車関連を中心に、荷動きが良くなっ
てきている。

金属製品製造業
（管理担当）

受注量や販売量
の動き

・例年はマンション躯体工事が減少する時期である
が、消費税の増税による影響で、例年にないほどの工
事量となっている。東日本大震災の復興工事に伴う資
材不足、人材不足の影響で、予定していた見積金額よ
りも工事費が高くなっており、利益率が低下してい
る。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・東アジアや東南アジアの市場でも価格競争が激しく
なり、今年はかなり低調な動きとなっている。ただ
し、その反動がようやく10月ごろから出てきたよう
で、11月は好調に推移し、来月もまだ続きそうであ
る。為替も円安水準で安定しているため、その恩恵が
続いている。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・マンション関連のオプション出荷が好調を維持して
いる。また、省エネ関連商品への取替え需要も好調で
ある。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・引き合いが増えており、受注も少しであるが上向い
ている。

建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・近隣の同業者や下請業者の多くは忙しそうである。
職種によっては、職人不足で年内は注文を受けられな
い状態である。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・単価の高い大型家具が売れている。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・不動産関係や車のチラシが増えており、クリスマス
や年末に向けての広告が入り始めている。

コピーサービス
業（店長）

受注量や販売量
の動き

・安価なサービスの利用が比較的好調である。大きく
増加することはないが、堅調に販売量が伸びている。

その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・流通量が以前よりも増加している。

企業
動向
関連

(近畿)



変わらない 食料品製造業
（経理担当）

それ以外 ・食品表示問題がクローズアップされた影響か、天候
不順の影響かは分からないが、活気がみられない。

食料品製造業
（営業担当）

取引先の様子 ・気温の低下に伴い、飲料水の販売が少しずつ減少し
ている。

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・季節的要因を考慮すると、変化は少ない。

出版・印刷・同
関連産業（情報
企画担当）

受注量や販売量
の動き

・一般企業からの受注量が好調ではなく、季節的に良
くなる年末関連の業績も上がってこない。市場からは
先行き不透明感が感じられる。来年の年度末に向けた
作業は始まっているが、学校関係が主体で、そのほか
の業界では活発とはいえない。

一般機械器具製
造業（設計担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・受注量に関しては安定してきているが、価格が抑制
され続けている。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・製造業は円安になったといっても、以前のように大
きな好影響があるわけではない。

輸送用機械器具
製造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・国内の動向が、消費税増税、設備投資減税の見通し
を含めて不透明である。

その他製造業
［事務用品］
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・年末に向けての受注に変化がない。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・消費税増税前の駆け込み需要と、景気浮揚に伴う土
地取引の増加によって、土壌汚染調査の依頼が多く
なっている。

建設業（経営
者）

取引先の様子 ・消費税増税の関係で３月末に終了する工事が過剰気
味であり、ここへきて職人の確保がより困難になって
きている。仕事はあっても職人不足で受注できない工
事もある。官庁関係の工事でも、入札不調となるケー
スが多くなってきている。

輸送業（営業所
長）

受注価格や販売
価格の動き

・新規案件は増えてきているが、料金単価が厳しく、
時間をかけて精査しなければならない案件が多い。

通信業（管理担
当）

それ以外 ・諸物価が若干高めとなっている。

金融業（営業担
当）

競争相手の様子 ・景気回復に時間がかかり、同業者間での値引き競争
が激しい。

不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・相変わらず神戸から事業所が撤退していき、事務所
のニーズが減少している。また、従業員の社宅や寮も
減ってきている。それに伴って事務所や住宅の賃料も
下がっている。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・下期に入ったが、大きく変化した要素が広告業界で
はみられない。

経営コンサルタ
ント

それ以外 ・あまり関係はないが、10～11月は各地でまちづくり
関係のイベントが増える。最近はマーケットやバザー
などの名称で、臨時の特設会場で手作り雑貨やこだわ
り商品を販売するイベントも多い。これらのイベント
にはかなり多くの来場者が訪れ、その数は年々増えて
いる。ただし、１店当たりの売上はあまり伸びていな
いのが現状である。

経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・顧客は関西のメーカーや流通業者が多く、大手電機
メーカーなどの回復が遅れている。

その他サービス
［自動車修理］
（経営者）

競争相手の様子 ・今年も終わりであるが、忙しくならない。

その他サービス
業［店舗開発］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・来年４月の消費税率アップを意識してか、高額商品
の需要は目立っているが、駅ナカ店舗で扱うような低
価格の日用品は、その反動もあって全体的に客単価の
低下が目立つ。特に、雑貨店、衣料品店の客単価の低
下が顕著である。

その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

取引先の様子 ・まだまだ設備投資に関する見積依頼が少なく、受注
状況も変わっていない。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・大きな動きではないが、徐々に売上が悪化してきて
いる。気温の差が日によってかなりあるほか、野菜の
高騰などもあり、当社の製品の使用量にも影響してい
る。



繊維工業（総務
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・消費税増税の決定で注文が前倒しとなっているの
は、日常的に必要な物や、住宅などの大きな買物に
偏っている。それ以外は増税の影響で、すべてではな
いものの、買い控えのムードが広がっている。問屋か
らの注文が前年比で２割減少したため、現場まで売り
込みに行き、何とか販売数量を確保している状態であ
る。

一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・取引先の投資計画が大きく変化し、投資の実施が遅
れている。このため、当社を取り巻く環境は悪化して
おり、景況感は良くない。

輸送業（商品管
理担当）

受注価格や販売
価格の動き

・お歳暮の時期に入って売上は増加しているものの、
全体の状況は悪い。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・今年前半の広告出稿の申込量は前年を大きく上回っ
ていたが、今月になって前年を割るケースも出てきて
いる。

悪く
なっている

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・住宅関連の仕事が止まり、自動車関連の仕事のみの
稼働となっている。

良く
なっている

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は74か月ぶりに７万人台まで増加してお
り、主要産業別でもほとんどの産業が前年を上回って
いる。また、今まで弱い動きであった製造業も、４か
月連続して前年を上回っている。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・予想どおり、求人関係は業種を問わず多くの依頼が
出てきている。ここへきて年度末にかけての市町村や
公共事業、特に医療・福祉関連の需要が多くなってき
ている。この流れは毎年のことであるが、今年はその
勢いが例年より強く感じる。そのため、求人募集が増
えても相変わらずの人材不足であり、派遣業界の好調
につながることはないが、雰囲気は明るい。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・年末に向けて季節的な短期派遣が増えてくることは
もちろん、例年に比べて長期派遣も増えつつある。周
辺企業でも募集が増えてきていることから、やや良く
なっている。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・これまで案件のなかった企業からの正社員採用や、
様々な職種の案件が増えているように感じる。

アウトソーシン
グ企業（社員）

雇用形態の様子 ・人手は増えていないが、求人条件は良くなってい
る。

アウトソーシン
グ企業（営業担
当）

周辺企業の様子 ・顧客企業からの注文量が増えてきている。自社の求
人や採用にはまだ影響は出ていないが、採用難易度が
高くなっていることは感じている。

新聞社［求人広
告］（管理担
当）

求人数の動き ・当社の取り扱う求人広告に、やや持ち直しの動きが
みられる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は変わらず堅調に増加している。一方で
新規求職者数は大幅に減少しており、当所における有
効求人倍率は、前年よりも0.2ポイント、前月よりも
0.1ポイント上昇し、2008年３月以来、５年半ぶりに
１倍を超える高水準となっている。

民間職業紹介機
関（大学担当）

採用者数の動き ・人物本位の厳選した採用ではあるが、企業の採用意
欲は上がってきている。後はマッチングが問題であ
る。

学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・医療機関などに求人開拓の訪問を行っているが、今
までよりも活気が感じられるようになっている。

変わらない 人材派遣会社
（役員）

求人数の動き ・３か月前と同様に求人数の伸びは堅調であるが、派
遣市場は完全な売手市場で人出不足に陥っており、売
上の増加には結びついていない。

人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・期間の定めがない業務など、長期安定志向の求職者
が多い点は変わらず、期間限定業務への不安や抵抗感
が強い。

求人情報誌製作
会社（企画担
当）

求人数の動き ・店舗の縮小や人員の整理といったコスト削減の動き
をよく目にする。

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

周辺企業の様子 ・新聞への広告出稿量をみると、良くなってもおら
ず、悪くなってもいない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・新聞広告の動きをみていると、不動産業界が若干で
あるが増え始めている。ただし、旅行、百貨店、流通
業界が前年割れで、全体ではほぼ変わらない。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・製造業を対象に景況アンケートを行い、集計中であ
るが、大半の事業所が変わらないとの回答である。

雇用
関連

(近畿)



職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数の動きについては、医療・福祉、卸売・
小売業からの求人は引き続き増加している。しかし、
製造業の求人は３か月ぶりに、前年よりも12％減少し
ている。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・求人数が増加傾向にあるため、景気が上向いている
感覚はあるが、３か月前と比較しても大きな変化はみ
られない。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・日雇いの求人数（建設部門が中心）だけをみると、
景気は良いと感じるが、賃金の回復が伴っていないた
め、そこまでは言い切れない。

民間職業紹介機
関（支社長）

採用者数の動き ・採用者数は増えているが、業種によって企業の採用
意欲が異なる。

学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・企業の採用担当者からの話を聞くと、求人を継続し
ているのは、業績が上向いているからではなく、将来
への投資（人材の育成）のためという意見が多い。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －


